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I バカロレア認定校県立横浜国際高等学校 I 
然
災
害
や
危
険
か
ら
、
サ
イ
バ

ー

空
間
に
も
、
安
心
、
安
全
な
環
境

を
構
築
す
る
と
い
う
よ
う
な
挑
戦

を
、
社
会
を
洞
察
し
た
学
び
の
中

か
ら
進
ん
で
行
な
っ
て
頂
き
た
い
。

皆
さ
ん
の
明
る
い
将
来
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

●Risk Taker挑戦する人 ●Principal信念のある人
●Communicationsコミュニケーションができる人
●Knowledgeable知識のある人 ●Balancedバランスのある人
●Thinkers考える人 ●Reflective振り返りができる人
●Caring思いやりがある人 ●Inquires探求する人
●Open-minded心開く人

1 国際バカロレア認定校福岡第一高等学校（私立高校） I 

バカロレア担当の先生と 少人数による英語での授業

現
在
竹
田
高
校
は
、
少
子
高
齢

化
の
波
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
定

員
割
れ
が
続
い
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
こ
の
ま
ま
、
推
移
し
て
い
く

と
他
校
と
の
合
併
、
市
の
存
続
も

危
ぶ
ま
れ
て
き
ま
す
。
い
わ
ゆ
る

限
界
市
に
な
り
、
一
気
に
す
た
れ

二
十
一
期
生

（昭
和
四
十
四
年
卒
）

そ
の

て
い
く
構
図
に
な
っ
て
い
っ
て
ま

す
。
竹
田
高
校
の
位
置
づ
け
も
、

従
来
の
学
び
の
舎
か
ら
、
大
き
く

様
変
わ
り
し
て
し
て
い
ま
す
。
高

校
が
な
く
な
れ
ば
、
中
学
へ
、
小

学
校
へ
い
く
生
徒
も
家
族
も
、
便

利
さ
を
考
え
、
他
市
に
移
り
、
竹

田
市
の
過
疎
化
が

加
速
し
ま
す
。
竹

田
高
校
を
存
続
さ

せ
る
こ
と
、

た
め
の
付
加
価
値

化
に
よ
る
生
徒
数

確
保
は
愁
眉
の
課

題
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
竹
田
高

校
同
窓
会
は
、
付

加
価
値
、
生
徒
数

確
保
に
向
け
て
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
バ
カ
ロ
レ
ア

(I
B
校

）

の

認

定

校

に

な

る

べ

く、

I
B
校

に

関

し
て
、
県
や
、
竹

田

高

校

へ

の

説

明
、
他
市
の
同
窓
会
へ
の
説
明
、

他
県
の

I
B
校
（
横
浜
国
際
高
校
・

福
岡
第

一
高
等
学
校
）
を
訪
問
パ
ー

カ
ラ
イ
ジ
ン
グ
社
へ
高
校
変
革
の

必
要
性
の
説
明
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
認
定
校
（
国
際
科
新
設
）
に

な
れ
ば
、
国
内
外
か
ら
の
生
徒
確

保
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
授
業
、
知
識

中
心
か
ら
思
考
方
法
へ
の
転
換
、

外
国
で
も
通
用
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル

な
人
材
育
成
、
し
い
て
は
竹
田
市

が
グ
ロ
ー
バ
ル
シ
テ
ィ
に
な
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
。
歴
史
、
文
化
の

深
い
竹
田
市
、
関

一
楽
か
ら
の
学

問
の
府
、
由
学
館
、
修
道
館
、
そ

し
て
竹
田
高
校
と
江
戸
時
代
か
ら

学
問
へ
の
姿
勢
は
熱
く
、
今
は
ま

さ
に
そ
の
精
神
を
受
け
継
い
で
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
波
に
、
情

報
化
の
波
か
ら
、
さ
ら
に
生
活
環

境
の
便
利
さ
を
求
め
る

S
o
c
i

e
t
y
5
.
0
と
い
う
波
に
対
応

す
る
た
め
に
、
高
校
も
市
も
県
も
、

地
方
創
生
を
含
め
て
至
急
大
き
く

か
じ
取
り
す
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ

て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ルバ
カ
ロ
レ
ア
認
定
校
に
む
け
て

阿

南

修

平
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嶺
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憲
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介
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ロロロ国

今
年
は
台
風
の
影
響
で
、
各

地
に
災
害
を
も
た
ら
し
、
一
方
農

産
物
で
は
、
異
常
に
ウ
ン
カ
が
発

生
、
沢
山
の
田
ん
ぼ
が
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
今
回
の
編
集
で
は
、

他
会
長
、
県
会
議
員
の
投
稿
も
お

願
い
し
ま
し
た
。
竹
田
市
内
で
は
、

無
電
柱
化
が
推
進
さ
れ
、
現
在
、

「竹

田
市
城
下
町
交
流
プ
ラ
ザ
」
や、

「歴

史
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設

が
進
行
中
で
す
。
来
年
に
は
竹
田

市
内
の
装
い
が
大
き
く
変
わ
る
で

し
ょ
う
。

広
報
担
当
阿
南
修
平
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